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大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
の
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

団
体
な
ど
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
次
の
と
お
り
、
青
少
年
育
成
町
民

大
会
を
開
催
し
ま
す
。「
家
庭
の
日
」
啓
発
図

画
入
賞
者
表
彰
や
小
学
生
県
外
派
遣
団
、
揖

斐
高
等
学
校
生
徒
に
よ
る
発
表
な
ど
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時　

11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
　
所　

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
４
６
４
）

☆
谷
汲
公
民
館

《
第
18
回
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
》

■
日
時　

11
月
１
日（
火
）～
11
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
～
16
時

■
場
所　
谷
汲
文
化
会
館
・
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

※
展
示
の
み

《
竹
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
を
作
ろ
う
！
》

■
日
時　

11
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

谷
汲
文
化
会
館

※�

詳
細
は
チ
ラ
シ
ま
た
は
文
化
会
館
（
５
６

－

３
２
０
０
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

《
花
い
っ
ぱ
い
運
動
》

■
日
に
ち　

11
月
18
日
（
金
）

■
場　

所　

谷
汲
各
地
区　

※
花
の
苗
を
配
布
し
ま
す

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

■
日　
　

時　

11
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

■
場　
　

所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
対
象　

中
学
生
以
上

■
持
ち
物　

上
靴

　

令
和
４
年
４
月
１
日
に
施
行
の
民
法
改
正

に
伴
い
、
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
町
で
は
二
十

歳
の
実
行
委
員
で
新
名
称
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、新
名
称
は「
令

和
５
年
揖
斐
川
町
二
十
歳
の
集
い
」（
は
た
ち

の
つ
ど
い
）
に
決
定
し
ま
し
た
。
式
典
の
概
要

は
左
記
の
通
り
で
す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
日
　
時　

令
和
５
年
１
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～（
受
付
開
始
13
時
）

■
場
　
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も
ホ
ー
ル

■
対
　
象

　

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
で
町
内
に
住
民
票
の
あ
る

方
ま
た
は
町
内
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

■
案
　
内

　

町
内
に
10
月
１
日
現
在
で
住
民
登
録
の
あ

る
方
、平
成
29
年
度
に
町
立
中
学
校
を
卒
業
さ

れ
た
方
に
、11
月
中
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
４
６
４
）

　

青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、
広
く
町
民
の

総
意
を
結
集
し
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
会
議

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
お
よ
び
青
少
年
関
係

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

❖�第77回国民体育大会 いちご一会とちぎ国体　出場
　ソフトテニス競技	 立

つい

木
き

雅
まさ

也
や

さん（太平洋工業㈱）
　陸上競技	 牧

まき

村
むら

悠
ゆう

矢
や

さん（県立岐阜商業高校３年）
　自転車競技	 仲

なか

井
い

リコさん（岐阜第一高校２年）
　カヌー競技	 井

い

口
ぐち

花
か

恋
れん

さん（北和中学校３年）
		  末

すえ

永
なが

　栞
しおり

さん（北和中学校３年）

❖�第45回全日本学生軟式野球選手権大会　優勝
　東海学院大学 軟式野球部　所属
　髙
たか

橋
はし

誓
せい

悟
ご

さん

令
和
５
年
揖
斐
川
町
二
十
歳
の
集
い

（
旧
成
人
式
）
に
つ
い
て

令
和
４
年
度 

揖
斐
川
町

青
少
年
育
成
町
民
大
会
開
催

公
民
館
活
動

公
民
館
活
動

有 料 広 告 欄

有

料

広

告

欄

友
好
都
市
交
流
で
広
が
る
輪

８
月
21
日
（
日
）
に
芽
室
町
内
の
「
ち
い

さ
な
森
の
マ
ル
シ
ェ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
揖

斐
川
町
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。
芽
室

町
観
光
物
産
協
会
、tou/tell

、
め
む
ろ
プ
ラ

ニ
ン
グ
の
町
内
業
者
３
店
舗
に
協
力
い
た
だ

き
、五
平
餅
や
み
た
ら
し
団
子
、ぎ
ふ
コ
ー
ラ
、

芽
室
町
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
に
揖
斐
川
町
の

徳
山
な
ん
ば
焼
き
肉
の
た
れ
、
赤
み
そ
を
使

用
し
た
特
製
焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
イ
ビ
メ
ム

コ
ー
ン
）
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
会
場
に
は
研
修
派
遣
訪
問
団

で
あ
る
揖
斐
川
町
と
芽
室
町
の
小
学
生
に
お

手
伝
い
し
て
も
ら
い
、
会
場
の
来
場
者
へ
向
け

て
友
好
都
市
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
多
く
の
方
に
店
頭
へ
足

を
運
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
物
販
交
流
を
通
し
て
、
多
く
の
来

場
者
に
友
好
都
市
を
知
っ
て
も
ら
う
貴
重

な
機
会
に
な
っ
た
ほ
か
、
小
学
生
、
芽
室
岐

阜
県
人
会
の
会
員
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
来
場
さ

れ
た
方
が
交
流
す
る
様
子
が
見
ら
れ
、
人
と

人
の
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
の
を
感
じ

ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
な
る
交
流
を
進
め
る

と
と
も
に
、
両
町
の
関
係
人
口
、
交
流
人
口

の
増
加
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
（
芽
室
町
魅
力
創
造
課　

真
田
）

だ
よ
り

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市

▲�スタッフと
して店頭に
立つ両町の
小学生
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夏
休
み
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
取
り

組
ん
だ
作
品
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た 

～

◆
令
和
４
年
度
揖
斐
郡
児
童
生
徒
科
学
作
品
展

◆
令
和
４
年
度
揖
斐
郡
社
会
科
課
題
追
究
作
品
展

夏
休
み
に
、
児
童
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
作
品
の
審
査
を
行

い
、
次
の
15
人
の
作
品
が「
金
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

今
年
度
の
作
品
展
は
、
大
野
町
総
合
町
民

セ
ン
タ
ー
に
て「
集
合
型
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
参
観
者
数
５
６
９
人
と
大
変
多
く

の
方
に
ご
参
観
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

《
科
学
作
品
展　

研
究
・
標
本
の
部
》　

金
賞

○
見み

屋や

井い　

花は
な（
北
小
１
）

○
た
が
い
く
と（
大
野
小
２
）

○
佐さ

木き　

誠あ
き

仁ひ
と（
揖
斐
小
３
）

○
小お

椋ぐ
ら　

風ふ
う

花か（
春
日
小
３
）

○
見み

屋や

井い　

陸り
く（
北
小
４
）

○
加か

勢せ

結ゆ

希き

奈な（
清
水
小
５
）

○
五い

十そ

川が
わ

陽ひ

菜な（
大
和
小
６
）

○
本ほ
ん

田だ　
　

旬し
ゅ
ん（
池
田
中
１
）

○
高た
か

野の　

更さ
ら

紗さ（
北
和
中
３
）

《
社
会
科
課
題
追
究
作
品
展
》　

金
賞

○
服は

っ

部と
り　

杏あ

彩さ（
西
小
１
）

○
青あ
お

木き　

桜さ

和わ（
南
小
３
）

○
竹た
け

中な
か　

綸い
と

葉は（
池
田
小
３
）

○
竹た
け

中な
か　

咲さ

綾あ
や（
池
田
小
５
）

○
八や

幡わ
た　

一か
ず

葉は（
揖
斐
小
６
）

○
牧ま

き

村む
ら　

琉り
ゅ
う

聖せ
い（

揖
東
中
１
）

◆
揖
斐
郡
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

今
年
度
は
、
揖
斐
郡
内
で
、
２
２
０
０
点

以
上
の
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
地
区
審
査
で
選
ば
れ
た
作
品
を
持
ち

寄
っ
て
、
揖
斐
郡
審
査
会
が
行
わ
れ
、
次
の

12
人
の
作
品
が「
特
選
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）　

※
自
：
自
由
図
書
の
部　

課
：
課
題
図
書
の
部

○
課
：
藤ふ
じ

井い　

悠ゆ
う

真ま（
清
水
小
１
）

○
課
：
國く
に

枝え
だ　

与よ
し

能た
か（
谷
汲
小
１
）

○
課
：
岡お
か

田だ　

隼は
や

和と（
東
小
２
）

○
自
：
若わ

か

原は
ら　

凛り

空く（
清
水
小
３
）

○
自
：
小お

椋ぐ
ら　

風ふ
う

花か（
春
日
小
３
）

○
課
：
本ほ
ん

田だ　
　

朋と
も（
宮
地
小
４
）

○
自
：
若わ
か

原は
ら　

蒼そ

空ら（
清
水
小
６
）

○
課
：
細ほ
そ

野の　

優ゆ

愛な（
北
方
小
５
）

○
課
：
植う

え

山や
ま

あ
お
い（
谷
汲
小
６
）

○
自
：
河か
わ

村む
ら　

知と
も

樹き（
谷
汲
中
１
）

○
自
：
鈴す
ず

木き　

花か

音の
ん（
池
田
中
２
）　

○
課
：
植う
え

山や
ま

い
ろ
は（
谷
汲
中
３
）

◆
第
63
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会

今
年
度
よ
り「
周
回
コ
ー
ス
」
で
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

今
年
度
、
伝
統
あ
る「
揖
斐
郡
駅
伝
大
会
」

が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
大
野
町
運
動
公
園
周
辺
周
回

コ
ー
ス（
一
周
約
２
㎞
）
で
、
総
合
成
績
を

競
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に「
混
合
の
部
」

が
新
設
さ
れ
、「
一
般
の
部
」
へ
の
中
学
生

の
参
加
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
編

成
の
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
参
加
方
法
の
選

択
肢
が
増
え
ま
し
た
。

「
参
加
申
込
書
」
は
、
三
町
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

活
動
場
所（
揖
斐
川
町
健
康
広
場
、
大
野
町

役
場
生
涯
学
習
課
、
池
田
町
総
合
体
育
館
な

ど
）
に
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
締
切
は「
11
月

４
日
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
必
着
」
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
職
場
な
ど
で
誘

い
合
っ
て
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
実
施
期
日

　

12
月
４
日（
日
）
小
雨
決
行

　

９
時
開
会
式　

10
時
ス
タ
ー
ト

○
コ
ー
ス

　

大
野
町
運
動
公
園
周
辺
周
回
コ
ー
ス

　
（
一
周
２
㎞
×
５
）

◆
第
12
回
ぎ
ふ
清
流
郡
市
対
抗
駅
伝
大
会

　
10
月
16
日
実
施（
県
庁
～
羽
島
市
往
復
コ
ー
ス
）

７
月
30
日
、
揖
東
中
学
校
を
会
場
に「
ぎ

ふ
清
流
駅
伝
大
会
選
手
選
考
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
郡
内
各
小
中
学
校
か
ら
、
小
学
生

11
人
、
中
学
生
７
人
が
集
ま
り
、
大
会
へ
の

参
加
を
目
指
し
て
熱
い
走
り
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
９
月
10
日
に
は
、
岐
阜
協
立

大
学
駅
伝
部
監
督　

揖
斐
祐
治
先
生
を
お
招

き
し
て「
揖
斐
郡
選
手
団
結
団
式
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

「
ぎ
ふ
清
流
駅
伝
大
会
」
で
は
、
揖
斐
郡

チ
ー
ム
が
過
去
２
年
間「
郡
の
部
」
で
優
勝

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も「
三
連
覇
」
を

目
指
し
て
岐
阜
の
地
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

◆�

教
職
員
夏
期
研
修
～
児
童
生
徒
に
寄
り
添

い
、
指
導
力
を
高
め
る
た
め
に
～

今
年
度
は
、
次
の「
３
講
座
」
を
開
設
し
、

郡
内
の
多
く
の
先
生
方
に
研
修
に
参
加
し
て

い
だ
き
ま
し
た
。

研
修
Ⅰ　
「
教
育
相
談
・
特
別
支
援
研
修
」

研
修
Ⅱ　
「
不
登
校
対
応
研
修
」　　
　
　

研
修
Ⅲ　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
修
」　　
　
　

研
修
Ⅰ
で
は
、
臨
床
心
理
士
の
井
上
先
生

か
ら「
児
童
生
徒
の
困
り
感
を
ど
う
つ
か
み
、

ど
う
支
援
し
て
い
く
か
」
と
い
う
内
容
で
の
ご

講
話
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後「
個
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
指
導
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
い
、
そ
の
様
子
を
各
校
へ
配
信
し
ま
し
た
。

研
修
Ⅱ
で
は
、
西
濃
学
園
高
等
学
校
教
頭

北
浦
理
先
生
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
太

田
宣
子
先
生
を
お
招
き
し
、
先
進
的
で
優
れ

た
不
登
校
対
応
や
個
に
応
じ
た
指
導
に
取
り

組
ん
で
い
る
西
濃
学
園
の
実
践
に
学
び
、
学

級
経
営
、
個
別
指
導
に
生
か
す
手
立
て
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
Ⅲ
で
は
、
各
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
実

態
に
応
じ
た
授
業
や
実
践
で
活
用
で
き
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
研
修
後
に
行
わ
れ
た「
還
元
度
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
結
果
、「
非
常
に
役
に
立
っ
た
」

の
割
合
は
ど
の
研
修
に
お
い
て
も「
四
割
」

を
超
え
、「
役
に
立
っ
た
」
の
割
合
も
加
え

る
と「
八
割
」
の
参
加
者
か
ら
高
評
価
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
年
度
も
、
各
校

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

揖
斐
郡
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

審査会の様子大会会場の様子

読書感想文審査会

揖斐郡選手選考会


